
 
 
 

ポ
ッ
ポ
と
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル 
洋
一
が
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
来
た
と
き
連
れ
て
き
た
小
犬
は
、
い
ろ

い
ろ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
作
っ
た
犬
だ
っ
た
。 

朝
・
晩
の
散
歩
に
は
雨
が
降
ら
な
け
れ
ば
、
必
ず
連
れ
て
行
っ

た
。
小
雨
の
時
は
傘
を
さ
し
て
も
出
掛
け
た
。
私
一
人
の
時
が
多

か
っ
た
が
、
夫
婦
し
て
出
掛
け
た
こ
と
も
あ
る
。
小
さ
い
頃
は
ヨ

チ
ヨ
チ
歩
き
だ
か
ら
、
あ
ま
り
遠
く
に
は
行
か
ず
、
十
分
位
で
帰

っ
て
き
た
。
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
る
に
従
い
、
時
間
と
距
離
を
延

ば
し
た
。 

宮
城
球
場
の
前
に
来
る
と
、
草
野
球
ナ
イ
タ
ー
で
あ
の
辺
は
昼

の
よ
う
に
明
る
く
な
っ
て
い
る
と
き
が
あ
る
。
入
り
口
は
開
い
て

い
て
、
誰
で
も
自
由
に
観
戦
出
来
る
。
ポ
ッ
ポ
が
大
き
く
な
っ
て

か
ら
だ
が
、
球
場
入
り
口
前
の
植
木
に
結
わ
え
、
ナ
イ
タ
ー
見
物

に
入
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。 

無
料
観
戦
す
る
人
は
余
り
多
く
な
い
。
球
場
内
を
ユ
ッ
ク
リ
一

周
し
て
帰
る
の
だ
が
、
西
側
に
来
る
と
土
手
の
下
に
テ
ニ
ス
ボ
ー

ル
が
、
多
い
時
に
は
十
個
位
、
普
通
で
も
二
・
三
個
は
必
ず
落
ち

て
い
る
。
球
場
の
周
り
は
垂
直
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
高
い
壁
だ
。

少
し
離
れ
た
所
に
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
あ
り
、
毎
日
の
よ
う
に
試

合
や
練
習
を
や
っ
て
い
る
。 

そ
の
何
人
か
は
球
場
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
向
か
っ
て
、
テ
ニ
ス

の
壁
打
ち
の
練
習
を
す
る
。
日
中
暇
な
時
其
処
を
通
っ
て
見
る
と
、

一
人
で
や
る
に
は
都
合
が
良
い
よ
う
だ
。
壁
に
当
た
っ
て
跳
ね
返

っ
て
く
る
玉
を
打
つ
。
何
十
回
と
な
く
繰
り
返
す
。
間
違
っ
て
打



っ
た
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
に
張
っ
た
金
網
を

越
え
、
球
場
内
に
入
る
事
が
あ
る
。 

金
網
の
上
に
は
バ
ラ
線
が
張
っ
て
あ
り
、
侵
入
す
る
こ
と
は
難

し
い
。
殆
ど
の
人
は
諦
め
る
。
な
か
に
は
ト
イ
レ
の
角
か
ら
よ
じ

登
り
侵
入
し
、
ボ
ー
ル
を
拾
う
強
者
も
居
る
。 

草
野
球
ナ
イ
タ
ー
の
時
に
行
っ
て
ボ
ー
ル
を
拾
っ
て
い
た
が
、

た
ま
に
日
中
に
行
っ
て
拾
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
テ
ニ
ス
の
試
合
の

時
な
ど
、
コ
ー
ト
の
脇
の
屑
籠
に
試
合
で
使
っ
た
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル

が
多
く
捨
て
て
あ
る
の
を
拾
う
。
中
に
は
真
新
し
い
物
も
混
じ
っ

て
い
る
。 

こ
ん
な
事
を
し
て
面
白
半
分
に
拾
っ
た
ボ
ー
ル
は
、
二
～
三
百

個
あ
っ
た
と
思
う
。
二
年
間
位
で
飽
き
て
や
め
た
が
、
こ
れ
も
ポ

ッ
ポ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
つ
で
あ
る
。
拾
っ
た
ボ
ー
ル
は
好
き
な

人
に
、
あ
げ
た
り
、
捨
て
た
り
し
て
、
二
・
三
年
で
全
部
無
く
な

っ
た
。 

あ
れ
か
ら
二
十
年
近
く
に
な
る
が
、
こ
の
前
の
日
中
、
草
野
球

見
物
に
行
っ
た
。
ゲ
ー
ト
か
ら
誰
で
も
入
れ
る
。
見
物
人
は
十
人

位
、
グ
ル
ッ
と
一
回
り
し
て
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
方
面
に
来
た
ら
、

ト
イ
レ
の
屋
根
の
上
に
、
あ
る
わ
、
あ
る
わ
、
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
が

二
十
個
ば
か
り
、
屋
根
に
は
到
底
上
が
れ
な
い
、
土
手
に
五
個
ほ

ど
落
ち
て
い
た
。
程
度
の
よ
い
ボ
ー
ル
を
三
個
拾
っ
て
来
た
。 

洋
一
が
東
京
か
ら
連
れ
て
来
て
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
多
く
つ
く
っ

て
く
れ
た
ポ
ッ
ポ
を
思
い
出
し
、
感
慨
に
耽
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
十
四
年
九
月
三
日 


